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研究結果の概要 

＜研究目的＞ 

本研究の目的は、看護における「怒り」の概念がもつ特性を明らかにすることである。 

 

＜結果＞ 

文献データベース（医学中央雑誌、CiNNi、J-STAGE）を使用し、「怒り」「看護」「患者」をキ

ーワードとして文献検索を行った。389 件が検索され、それらのタイトルと抄録を読み、整理し

たところ研究テーマと合致する文献が 34件となった。さらに精読し、分析に使用するデータを検

討し、15件の論文を選定した。 

それらの文献を Rodgersの概念分析アプローチ法により、先行要件、属性、帰結を抽出した。 

まだデータが不十分であり、看護における「怒り」を定義づけることはできないが、これまでの

分析では、看護で扱う「怒り」には疾病や入院などの環境の影響があり、患者自身が本来もって

いる「怒り」への適応能力が十分に発揮できず、適切に怒りへの対処ができなくなっているとい

う傾向がみられた。つまり、健康な人との「怒り」への適応と異なる特徴があり、今後、看護ケ

ア場面での「怒り」の特徴を理解したうえで、看護ケアへ活用していく必要があると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展開 

患者が怒りを表現している現象に対して記述している論文が少なく、分析を深めるにあたり十分

なデータが得られていない。今後、文献検索範囲を再検討し、データ収集および分析を継続して

いく予定である。 

 


